機械力学（5M専門科目）
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科目名：機械力学（英文科目名： Dynamics of Machinery）

　　　　2単位　選択　機械工学科5年　通年　

担当教官：増淵　寿　（居室：機械工学科棟2階）

　　　　Tel: 0285-20-2200    E-mail: masubuti@oyama-ct.ac.jp
授業目的：

機械装置の動力学現象と振動現象の解明に役立つ基本的な考え方を理解する。

振動の解析に必要な基本的な理論、手法および知識を習得する。

達成目標：

機械・構造物に発生する振動を解析するため、モデル化し運動方程式を作ることができる。

運動方程式を解き、物体の振動の様子を定量的に説明することができる。

現場で出会う様々な振動問題を解決するための方法を説明できる。

・・・プログラムの学習・教育目標： (A)

JABEE基準1の（1）との関係： (d), (g)

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

教科書：黒崎・小坂他：「振動工学入門（改訂版）」　パワー社（2001）
参考書：

１．佐藤・岡部・岩田：「演習　機械振動学」　サイエンス社（1996）

２．背戸・丸山：「振動工学」　森北出版  (2002) 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

授業内容：

機械力学の基礎－運動方程式の作り方、質点の力学、剛体の力学（3週）

振動の基礎－ばねとばね定数、調和振動（3週）

1自由度不減衰振動－運動方程式の導出と解法、様々な振動系、エネルギ法、重力の影響（4週）

1自由度減衰振動－減衰振動とは、ダンパーについて、運動方程式の導出と解法、対数減衰率、クーロン摩擦減衰（5週）

1自由度強制振動－力による強制振動（不減衰・減衰系）、変位による強制振動、振動の伝達、振動測定の原理（8週）

2自由度系の振動－自由振動、強制振動、動吸振器（４週）

回転軸の危険速度－ふれまわり、回転体のつりあわせ（3週）

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

評価方法：

　　評価は下記2項目の加重平均によって行う。

　　１．定期試験（８０％）

２．演習問題や課題の解答内容（２０％）

連絡事項：

１．授業方法は講義を中心とし，演習問題や課題を出して解答の提出を求めます。

２．授業中に配布する問題を必ず解き、やや複雑な計算でも正確に解答できるようにして下さい。

３．定期試験は時間を９０分とし，計算機の持ち込みは可とします。

４．これまで学んできた力学の総まとめであり、エンジニアとして不可欠な知識である振動学の取り掛かりとなる科目です。
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